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まちの話題

特集　エッセイ作品紹介

お知らせ

玉黄金

2 月号の主な内容秋名夜桜ライトアップ
　１月 27 日から２月 11 日にかけて秋名集落

県道沿いで秋幾農業創成塾による秋名夜桜ラ

イトアップが行われました。訪れた見物客は

昼間は見れないヒカンザクラの魅力を楽しみ

ました。
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　昭和２４年１月２６日に法隆寺金堂壁画が焼損し

たことから、毎年この日は文化財防火デーと定めら

れました。龍郷町ではりゅうがく館の調理室から出

火した想定で防火訓練を実施。文化財展示室から文

化財の搬出や消火栓の使用方法の確認など参加者は

非常時に備え、適切な対応を取れるよう訓練に励み

ました。

文化保護の意識高めて

「文化財防火デー」

消防署員より消火栓の使用方法を学ぶ一同

Tatsugo  Town  Topics

～最近の「まちの話題」～
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題を紹介し

ます。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場企画観光課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成 30 年 1 月末現在

世帯数

人　口

男

女

前月比

3,056

6,043

2,917

3,126

+3

-4

-8

+4

▲

　１月 27 日に秋名夜桜ライトアップ点灯式が秋名

集落から奄美市名瀬芦花部に続く県道沿いで行われ

ました。この企画は地域活性化に取り組む「秋幾農

業創成塾」により桜の開花時期に合わせて行われ、

２月 11 日まで雨天時を除く午後６時から９時まで

点灯しました。訪れた参加者約 50 人は普段とは違

う魅力のヒカンザクラを楽しみました。

幻想的な桜を楽しもう！

秋名夜桜ライトアップ

花見を楽しむ参加者たち

▲

　２月 11 日に龍南中学校で鶏飯の調理実習が行わ

れました。この取り組みは子どもたちに島の郷土料

理を伝えることを目的に、町内の主婦や製造業に携

わる方などで組織される龍郷町生活研究グループ指

導の下、開催されました。お米は龍郷町の友好都市

である菊池市で作られた「七城米」を使用。生徒た

ちは自分たちで作った郷土の味を楽しみました。

ふるさとの味をもっと知って

生活研究グループ調理実習

和気あいあいと調理が行われました。

▲
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　１月 28 日に秋名コミュニティセンターで鹿児島

大学鹿児島環境学研究会主催による秋名・幾里シン

ポジウムが行われました。自然を生かし、先人たち

が育ててきた暮らしの文化（環境文化）を伝えよう

と大島北高校聞き書きサークルや屋久島環境文化財

団など様々な団体が発表。後半は集落散策を行い、

シマの文化を体感しました。

　平成 29 年度宝くじ助成事業（一般コミュニティ

助成事業）を利用して、芦徳集落と上戸口集落は、

クーラー、冷蔵庫、パソコン、音響機器等を導入し

ました。今回購入した備品は両集落の公民館に設置

されました。集落行事など、様々なコミュニティー

活動を通じて幅広く活用され、集落の活性化が期待

されます。

秋名・幾里の環境文化を

知る・見つけるシンポジウム

集落の活性化に一役！

宝くじ助成事業

多数の参加者が環境文化について学びました。

公民館へ設置された備品の数々

▲
▲

　平成 22・23 年に発生した豪雨災害を受け、平成

24 年度から進められてきた大美川・戸口川床上浸

水対策特別緊急事業の竣工式・祝賀会が２月９日に

戸口地区振興センターで行われました。

　戸口地区では平成 22 年の豪雨災害で床上、床下

合わせて１３３戸が、翌年の平成 23 年の災害では

72 戸が浸水被害を受けました。

　今回の川幅拡張等の工事により、整備前と比べて

約２メートルの水位を下げることに成功。平成 29

年の台風５号の際には平成 23 年の豪雨災害と同等

の雨量が確認されましたが、戸口地区で浸水被害は

なく、工事の効果によるものと考えられます。

　工事により、大雨への不安は軽減されましたが、

今後も平成 22・23 年の豪雨災害の経験を忘れるこ

となく、防災対策に努めていきます。

大美川・戸口川床上浸水対策

特別緊急事業竣工式・祝賀会

平成 22 年の豪雨災害の様子（中戸口）

完成記念碑前にて撮影

▲
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も
う
一
時
間
く
ら
い
歩
い
た
だ
ろ

う
か
、
今
夜
は
サ
ザ
エ
が
一
つ
も
見

つ
か
ら
な
い
。
遠
く
に
妻
の
持
つ
灯

り
が
チ
ラ
チ
ラ
見
え
る
。
イ
ザ
リ
漁

は
忍
耐
力
が
必
要
だ
が
、
飽
き
っ
ぽ

い
私
は
、
リ
ー
フ
（
珊
瑚
礁
）
に
座

り
一
服
し
な
が
ら
見
上
げ
る
と
満
月

で
あ
る
。

　

今
か
ら
百
五
十
年
以
上
前
、
薩
摩

藩
か
ら
潜
伏
の
命
を
受
け
て
、
龍
郷

の
阿
丹
崎
に
西
郷
の
船
が
着
い
た
。

お
そ
ら
く
人
目
を
避
け
る
た
め
に
、

到
着
し
た
の
は
夜
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
舫
い
綱
を
つ
な
い
だ

一
本
松
の
枝
の
間
か
ら
漏
れ
る
幽
か

な
月
明
か
り
が
、
西
郷
の
大
き
な
背

中
を
照
ら
し
て
い
た
に
違
い
な
い
、

と
勝
手
な
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
み

た
。

　

島
の
風
景
に
は
月
が
よ
く
似
合

う
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
に
ぽ
っ
か
り
浮

か
ぶ
月
。
コ
ノ
ハ
ズ
ク
が
鳴
き
出
し
、

ハ
ブ
が
静
か
に
動
き
出
す
。
八
月
踊

り
の
チ
ヂ
ン
（
太
鼓
）
の
音
が
遠
く

か
ら
聞
こ
え
、
島
ん
ち
ゅ
が
焼
酎
を

酌
み
交
わ
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、

淡
い
月
明
か
り
が
実
に
ぴ
た
っ
と
く

る
。
大
和
は
太
陽
の
文
化
、
島
は
月

の
文
化
で
あ
る
と
説
く
人
も
い
た
。

　

そ
の
月
の
文
化
を
も
つ
島
に
、
三

年
間
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
っ
た
西
郷

は
、
再
び
藩
の
命
で
、
愛
す
る
人
々

を
島
に
残
し
、
鹿
児
島
へ
帰
る
こ
と

と
な
る
。
旅
立
つ
前
の
夜
、
に
ぎ
や

か
な
送
別
の
宴
を
そ
っ
と
抜
け
出

し
、
月
に
照
ら
さ
れ
煌
め
く
龍
郷
湾

の
波
を
見
な
が
ら
、
愛
加
那
と
菊
次

郎
、
そ
し
て
島
の
人
々
の
幸
せ
を
心

か
ら
祈
っ
た
で
あ
ろ
う
。
お
っ
と
、

こ
れ
も
勝
手
な
想
像
で
あ
る
。
だ
が
、

数
多
く
の
ド
ラ
マ
や
映
画
の
中
で
見

る
明
治
維
新
の
立
役
者
が
島
で
ど
ん

な
生
活
を
送
っ
た
か
を
知
る
と
と
も

に
、
一
人
の
夫
、
一
人
の
親
と
し
て

　龍郷町は昨夏、「第４回たつごうエッセイコンテスト」を企画しました。「西郷さ

ん」をテーマに全国から力作を募集し、２月２５日にはりゅうがく館で表彰式もありま

した。このページでは、一般の部と学生の部の最優秀賞に輝いた２作品を紹介します。

（敬称略）

　
　

月
と
西
郷

大
島
郡
伊
仙
町　

田
中 

浩
（55）

の
西
郷
の
心
情
を
推
し
量
る
と
、
大

偉
人
が
急
に
身
近
な
存
在
に
思
え
て

き
て
、
い
っ
そ
う
親
し
み
が
わ
い
て

く
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
言
え
ば
、
西
郷
が
龍
郷
で
過

ご
す
よ
う
に
な
る
二
ヶ
月
前
、
満
月

の
夜
に
錦
江
湾
で
一
緒
に
入
水
自
殺

を
図
っ
た
僧
の
名
前
が
月
照
だ
っ

た
。
安
政
の
大
獄
の
犠
牲
者
の
一
人

と
言
っ
て
も
い
い
。
月
と
史
実
が
偶

然
に
も
重
な
り
、
独
り
合
点
す
る
。

｢

も
う
帰
ろ
う
か
。
」
と
い
う
妻
の

声
が
し
て
、
ふ
と
我
に
返
っ
た
。
妻

の
テ
ィ
ル
（
籠
）
を
の
ぞ
く
と
も
ぞ

も
ぞ
と
動
く
ス
ガ
リ(

タ
コ)

の
足

が
見
え
た
。

一
般
の
部
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ぼ
く
の
家
の
窓
か
ら
は
、
海
が
見

え
る
。
山
が
見
え
る
。
龍
北
中
学
校

が
見
え
る
。
ぼ
く
の
好
き
な
嘉
渡
の

風
景
だ
。
ぼ
く
は
、
シ
マ
で
生
ま
れ
、

シ
マ
で
生
き
て
い
る
。
ぼ
く
は
、「
わ

き
ゃ
シ
マ
奄
美
」
が
大
好
き
だ
。

「
西
郷
隆
盛
は
、
奄
美
大
島
に
来
た

こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
。
」

　

初
め
て
、
そ
う
教
え
て
も
ら
っ
た

の
は
、
小
学
校
二
年
生
の
と
き
。
そ

の
と
き
は
、
そ
れ
し
か
知
ら
な
か
っ

た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
何
か
あ
る
た

び
に
、
西
郷
隆
盛
と
い
う
名
前
を
聞

く
よ
う
に
な
っ
た
。
ぼ
く
た
ち
の
町
、

龍
郷
町
に
住
ん
で
い
た
こ
と
。
愛
加

那
と
い
う
人
と
結
婚
し
、
菊
次
郎
と

い
う
子
ど
も
が
い
た
こ
と
。
昔
の
人

に
し
て
は
、
身
長
が
高
く
、
と
て
も

大
き
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
五
年

生
の
と
き
、
西
郷
隆
盛
が
、
明
治
維

新
に
大
き
く
関
わ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
。
坂
本
龍
馬
が
間
に
入
り
、
長
州

藩
と
薩
摩
藩
の
西
郷
隆
盛
が
手
を
組

ん
で
、
幕
府
を
倒
し
た
こ
と
で
、
明

治
維
新
が
成
し
と
げ
ら
れ
た
の
だ
。

「
す
ご
い
人
だ
な
あ
。
」
ぼ
く
は
、
心

か
ら
尊
敬
し
た
。

　

し
か
し
、
ぼ
く
は
思
っ
た
。
そ
ん

な
完
璧
な
人
間
が
、
本
当
に
い
る
だ

ろ
う
か
。

「
人
間
に
は
、
き
っ
と
裏
が
あ
る
は

ず
だ
。
」

　

そ
う
思
っ
た
僕
は
、
社
会
の
教
科

書
を
も
う
一
度
読
ん
で
み
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
調
べ
て
み
た
。
す

る
と
、
明
治
維
新
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
は

ず
の
西
郷
隆
盛
の
ち
ょ
っ
と
違
う
面

が
見
え
て
き
た
。
幕
府
を
倒
し
た
と

き
、
西
郷
隆
盛
は
、
江
戸
の
町
を
焼

き
払
お
う
と
し
て
い
た
と
い
う
の

だ
。

「
や
っ
ぱ
り
。
」

ぼ
く
は
、
妙
に
納
得
し
た
。
勝
海
舟

表
と
裏

龍
郷
町
嘉
渡　

山
﨑 

 

大
成

（12）

の
お
か
げ
で
、
戦
火
を
ま
ぬ
が
れ
た

江
戸
の
町
。

「
で
も
、
待
て
よ
。
」

一
つ
の
出
来
事
が
、
見
る
人
に
よ
っ

て
、
百
八
十
度
違
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
人
間
の
表
裏
で
は
な

く
、
歴
史
の
表
裏
な
の
で
は
な
い
か
。

　

ぼ
く
の
家
の
窓
か
ら
見
え
る
、
ぼ

く
の
好
き
な
風
景
も
、
見
る
人
に

よ
っ
て
違
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。
大

事
な
の
は
ぼ
く
が
ど
う
見
る
か
と
い

う
こ
と
だ
。

　龍郷町は、入賞された全１６作品を綴った「たつごうエッセイコンテ

スト入賞作品集」を発行し、１冊２００円で販売しています。

　取り扱い窓口は企画観光課となります。

　　  【お問い合わせ先】龍郷町役場　企画観光課

☎０９９７-６９‐４５１２　　ＦＡＸ０９９７-６２‐２５３５

メール　koho@town.tatsugo.lg.jp 

「たつごうエッセイコンテスト作品集」販売中

学
生
の
部
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し
て
、
役
場
企
画
観
光
課
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
要
件
を
満
た
す
と
「
通

学
費
補
助
許
可
証
」
を
発
行
し
ま
す
。

▼
助
成
の
要
件

　

生
徒
・
保
護
者
と
も
に
龍
郷
町
に
住

所
が
あ
る
こ
と

　

保
護
者
が
町
税
お
よ
び
各
種
使
用
料

を
す
べ
て
納
め
て
い
る
こ
と

※
許
可
証
交
付
後
で
も
、
滞
納
し
た
場

合
は
助
成
を
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

新
２
・
３
年
生
は
現
学
年
の
在
学
証
明

書
（
コ
ピ
ー
可
）、
新
１
年
生
は
合
格
証

明
書
（
同
）

　

申
請
者
（
生
徒
も
し
く
は
保
護
者
）

の
印
鑑（
認
印
可
。
シ
ャ
チ
ハ
タ
印
不
可
）

▼
申
請
期
間
…
３
月
１
日
～
３
月
30
日

※
新
２
・
３
年
生
は
３
月
購
入
分
か
ら
新

年
度
許
可
証
を
使
用
で
き
ま
す
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

企
画
観
光
課

☎
０
９
９
７-

69
‐
４
５
１
２

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
４
月
よ
り
、
第
十
回
特
別

弔
慰
金
の
請
求
受
付
が
始
ま
っ
て
お

３
月
無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共

同
で
開
催
し
て
お
り
、
龍
郷
町
民
の
方

に
つ
い
て
も
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
要
電
話
予
約
（
先
着
順
）

･

８
日
（
木
）
和
田 

知
彦 
弁
護
士

（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分
）

･

15
日
（
木
）
鈴
木 

穂
人 

弁
護
士

（
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分
）

･

22
日
（
木
）
溝
川 

慎
二 

弁
護
士

（
午
前
11
時
～
午
後
12
時
、

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分
）

◇
ひ
と
り
30
分
（
続
け
て
の
申
し
込
み

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

奄
美
市
役
所

　
　

市
民
協
働
推
進
課
市
民
生
活
係

☎
０
９
９
７-

52-

１
１
１
１

（
内
線
１
７
１
６
）

高
校
生
バ
ス
通
学
費
助
成

　

高
校
生
バ
ス
通
学
費
助
成
制
度
は
、

奄
美
大
島
内
の
高
校
に
バ
ス
通
学
を
す

る
生
徒
の
定
期
券
購
入
費
を
助
成
す
る

も
の
で
す
。
必
要
な
書
類
な
ど
を
持
参

り
、
平
和
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
等
の

尊
い
犠
牲
に
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰

の
意
を
表
す
る
た
め
、
ご
遺
族
に
特
別

弔
慰
金
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

　

償
還
額
は
年
５
万
円
に
増
額
さ
れ
、

国
債
は
５
年
ご
と
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
請
求
が
お
済
み
で
な
い
遺
族
の

方
や
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

町
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
遺
族

年
金
等
の
年
金
給
付
を
受
け
る
権
利
者

が
い
な
い
遺
族
の
う
ち
一
人
。

※
「
遺
族
」
と
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡

当
時
に
既
に
生
ま
れ
て
い
た
遺
族
で
、

三
親
等
内
親
族
に
限
ら
れ
、
法
律
に
よ

り
支
給
順
位
や
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

▼
支
給
内
容
…
額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
間

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

▼
問
い
合
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７-
69-

４
５
１
９

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

①

 

　

　

空
き
家
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

　

適
正
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
空
き

家
な
ど
が
放
置
さ
れ
る
と
防
災
面
な
ど

地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
「
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
で

は
、
所
有
者
又
は
管
理
者
が
適
正
な
管

理
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
空
き
家
な
ど
を
所
有
ま
た
は
管
理
さ

れ
て
い
る
方
へ
】

▼
ご
自
宅
以
外
に
所
有
住
宅
が
あ
る
方

や
ご
自
宅
を
長
期
不
在
に
さ
れ
て
い
る

方
は
、
空
き
家
の
状
況
を
確
認
し
て
適

正
な
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
空
き
家
な
ど
を
適
正
に
管
理
し
な
い

ま
ま
放
置
す
る
と
、
改
修
や
除
却
な
ど

の
指
導
、
勧
告
を
受
け
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。　

※
空
き
家
な
ど
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
k
a
g
o
s
h
i
m
a
.

j
p
/
a
h
1
4
/
k
u
r
a
s
h
i
-
k
a
n
k
y
o
/
s
u
m
a
i
/

i
n
f
o
/
a
k
i
y
a
_
k
a
n
r
i
/
a
k
i
y
a
_
j
o
u
r
e
i
_

m
a
d
o
g
u
c
h
i
.
h
t
m
l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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・
川
畑
純
一
さ
ん
（
故
川
畑
一
男
さ
ん
）

浦
老
人
ク
ラ
ブ
、
愛
寿
園

・
山
田
仁
司
さ
ん
（
故
山
田
キ
ヱ
さ
ん
）

秋
名
集
落
、
幾
里
集
落

秋
名
稲
葉
会
、
幾
里
稲
穂
会

社
会
福
祉
協
議
会

・
奥
山
敏
一
さ
ん
（
故
奥
山
よ
ネ
さ
ん
）

秋
名
集
落
、
幾
里
集
落

秋
名
稲
葉
会
、
幾
里
稲
穂
会

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
森
山
真
由
美
さ
ん
（
故
森
山
達
弘
さ
ん
）

・
中
村
勝
盛
さ
ん
（
故
中
村
ハ
ル
ヱ
さ
ん
）

・
福
永
弘
志
さ
ん
（
故
福
永
ソ
ノ
エ
さ
ん
）

・
中
田
勝
利
さ
ん
（
故
中
田
ハ
ル
エ
さ
ん
）

・
瀧
源
廣
さ
ん
（
故
瀧
光
子
さ
ん
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
１
月
届
出
】

牧　
　

桜
子

益
田　

小
鉄

髙
橋　

心
麦

　

（
敬
称
略
）

大
勝

中
勝

大
勝

保
護
者
名

寿
志

拓
郎

充

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
１
月
届
出
】

森
山　

達
弘

平　
　

奈
津
紀

福
永　

ソ
ノ
エ

中
村　

ハ
ル
ヱ

中
田　

ハ
ル
エ

榮　
　

サ
チ
子

西
田　

良
房

山
田　

キ
ヱ

奥
山　

よ
ネ

川
畑　

一
男

豊
山　

美
津
子

勝
冶　

茂
範

（
68
）

（
36
）

（
92
）

（
99
）

（
104
）

（
90
）

（
67
）

（
96
）

（
92
）

（
100
）

（
98
）

（
97
） 　

　
　

（
敬
称
略
）

赤
尾
木

上
戸
口

浦
（
愛
寿
園
）

中
戸
口

秋
名

嘉
渡
（
龍
郷
の
里
）

秋
名

秋
名

秋
名

浦
（
愛
寿
園
）

浦
（
愛
寿
園
）

浦
（
愛
寿
園
）

香 

典 

返 

し 

お 

礼

３
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

時
間
…
午
後
２
時

15
日
…
中
勝
正
午
よ
り
開
始

場
所
…
各
集
落
公
民
館

楽
ら
く
体
操

龍
郷　
　
　
　

毎
週
木
曜　

午
前

秋
名
・
幾
里　

毎
週
木
曜　

午
後

上
戸
口　
　
　

毎
週
火
曜　

午
後

午

後

１日 (木 ) ４日 (日 ) ９日 (金 ) 10 日 ( 土 )

川内 大勝 玉里
12 日 ( 月 ) 13 日 ( 火 ) 14 日 ( 水 ) 15 日 ( 木 )

芦徳・浦 嘉渡 中戸口
16 日 ( 金 ) 17 日 ( 土 ) 20 日 ( 火 ) 22 日 ( 木 )

川内 下戸口 大勝
23 日 ( 金 ) 26 日 ( 月 ) 27 日 ( 火 ) 28 日 ( 水 )

芦徳 芦徳 嘉渡 円

玉里

大勝(照山会)

安木屋場
瀬留・中勝

赤尾木・手広

安木屋場
瀬留・中勝
赤尾木

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
住
宅
政
策
室

☎
０
９
９-

２
８
６-

３
７
３
８

 
 
(

公
財)

鹿
児
島
県
住
宅
・

建
築
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９-

２
２
４-
４
５
４
３

あ
な
た
も
里
親
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ

り
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
子
ど
も
を
自
ら
の
家
庭
に
温
か

く
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
真
心
を
込
め
て

養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

県
で
は
、
子
ど
も
の
養
育
に
理
解
と
熱

意
、
そ
し
て
子
ど
も
に
対
す
る
豊
か
な

愛
情
を
お
持
ち
の
方
を
、
里
親
と
し
て

認
定
・
登
録
し
、
保
護
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
の
養
育
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

 
 

里
親
に
な
る
に
は
、
特
別
な
資
格
な

ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
知
事
か
ら

里
親
と
し
て
認
定
さ
れ
、
登
録
さ
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
児
童
相
談
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

大
島
児
童
相
談
所

☎
０
９
９
７-

53-

６
０
７
０

　

県
庁
子
ど
も
福
祉
課

☎
０
９
９-

２
８
６-

２
７
７
１
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日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

2（金）
 保健センター開放（乳幼児対象） 10：00 どぅくさぁや館

 でぃでぃクラブ 13：30 りゅうがく館

5（月）  保健センター開放（乳幼児対象） 10：00

どぅくさぁや館8（水）  1 歳 6 カ月児健診 12：30

9（金）
 かめのこクラブ 10：00

 でぃでぃクラブ 13：30 りゅうがく館

12（月） 保健センター開放（乳幼児対象） 10：00

どぅくさぁや館14（水） 1 歳児 4歳児健診 13：30

16（金）
 保健センター開放（乳幼児対象） 10：00

 でぃでぃクラブ 13：30 りゅうがく館

19（月） 保健センター開放（乳幼児対象） 10：00 どぅくさぁや館

20（火） じゃがいも会 13：30 未定

23（金）
 かめのこクラブ 10：00 どぅくさぁや館

 でぃでぃクラブ 13：30 りゅうがく館

26（月） 保健センター開放（乳幼児対象） 10：00
どぅくさぁや館

28（水） お腹すっきり運動教室 19：30

30（金） でぃでぃクラブ 13：30 りゅうがく館

３　

月　

行　

事　

予　

定　

表

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

平成 30・31 年度　指名競争入札参加資格申請について

　龍郷町平成 30・31 年度の入札参加資格審査を希望する業者や個人の方は、

下記の要領で申請を受け付けますので、各部門に必要な書類一式をそろえ、

龍郷町役場総務課入札参加資格審査係まで申請してください。指定様式や

申請方法の詳細は、龍郷町ホームページをご覧になり、申請を行ってくだ

さい。

■受付期間

　平成 30 年３月 30 日まで（必着・郵送の場合のみ消印有効）

■有効期間

　平成 30 年４月１日から平成 32 年３月 31 日までの２年間

　（受付期間を経過した申請については、登録業者リストへの登録に

３ヵ月程度かかります。）

■提出先

　〒８９４-０１９２

鹿児島県大島郡龍郷町浦１１０番地　龍郷町役場総務課　入札資格審査係

　ＴＥＬ：０９９７-６９-４５１１　ＦＡＸ：０９９７-６２-２５３５

　（閉庁日や業務時間外は電話での対応はできかねます。）

■ＵＲＬ：http://www.town.tatsugo.lg.jp/　

※ホームページ内の入札情報をご覧ください。
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（２９年度分）
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電
話
：
0
9
9
7
-
6
2
-
3
1
1
1
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
9
9
7
-
6
2
-
2
5
3
5

発
行

/
龍
郷
町
役
場
　
編
集

/
企
画
観
光
課
 

〒
8
9
4
-
0
1
9
2
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
龍
郷
町
浦

1
1
0
番
地

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.
t
a
t
s
u
g
o
.
l
g
.
j
p

【
E
-
M
a
i
l
】
i
n
f
o
@
t
o
w
n
.
t
a
t
s
u
g
o
.
l
g
.
j
p

2
F
e
b
r
u
a
r
y

2
0
1
8

ひらた  　みあ  　　 　 

Ｈ 29. 2. 27　生

父 隆峰 /母 美香 久場

平田 実愛 ちゃん

さとう　　 かざり

Ｈ 29. 2. 4　生

父 孝明 /母 明日香 上戸口

佐藤　風吏 くん

まるやま　 がくし  　　　　 

Ｈ 29. 2. 7　生

父　真司 /母 美香 手広

丸山　学司 くん

きよた　　　りのあ

Ｈ 29. 2. 3　生

父 輝宏 /母 志穂美 龍郷

清田　莉乃愛 ちゃん

満一歳になりました。
この子たちに誇れる町をみんなでつくりましょう。

うがみんしょうらん！
　協力隊の村上です。旧正月が過ぎてから、春がグッと近づいたように感じま

すが、みなさん如何お過ごしでしょうか？今年はインフルエンザの当たり年、なんでも鹿児島

県は罹患者数が全国で３番目に多いようです。私の息子も初インフルを経験しました。手洗い

にうがい、まだまだ油断なりませんので、気を付けましょうね！先日、出張で東京に行ってき

ました。東京は本当に人が多いですね。あまりの人の多さに、少子高齢化や人口減少なんて微

塵にも感じません。しかし日本は今、世界で最も高齢化率の高い国で「高齢化社会先進国」と

言われ、この先どうなるのか世界から動向が注目されているようです。最近感じるのは、その

中でも地方は、良い意味でさらに先を行く先進地なんじゃないかなと。世界一の高齢化社会で

ある日本の中でも、特に深刻な地方で行われている、行政や民間、そして住民が自分たちの地

域をなんとかしようと取り組む工夫と、昔から残る人と人の繋がりの濃い暮らしぶりが、日本

や世界の将来に対するモデルになるんじゃないか、地方がこれからの日本に進むべき道を示し

ているんじゃないのかなと。もしかしたら、頑張っている様々な地域の状況が、世の中に伝わっ

て、都市部の人が「住むなら地方じゃない？！」と感じて、移住気運が高まっているのかもし

れません。協力隊の活動を通して龍郷町のことを知るにつれ、益々、龍郷町の将来に可能性を

感じています。魅力的で住みやすいこの龍郷町を将来に遺していく為に、地域の魅力を活かし

ながら、地域の方々と一緒に新たな挑戦をしていきたいと思います。

龍郷町地域おこし協力隊コラム

協 力 隊 通 信


